
　日本フッ素研究会・反フッ素全国集会から　
フッ素は歯質強化に役立たず、むしろ有害

明海大学・筧光夫先生「生体アパタイト結晶形成機構とフッ素イオン化の影響」

明海大学の筧光夫先生は「生体アパタイト結晶形成機構とフッ素イオン化の影響」と題して教育講演を行いました。フッ素推進派や歯磨剤企業・行政は、歯のアパタイト結晶へのフッ素の役割（歯質強化、再石灰化）を公認の説として宣伝しています。筧先生の講演はこれを「フッ素神話の大罪」であるとするものでした。

筧先生の結論は「フッ素は歯質強化に役立つどころか、むしろ、細胞内での結晶核形成に直接関わる酵素合成阻害を引き起こし、結晶核形成に障害をもたらすのみである」ということです。
（1） おそらく世界で初めて最新の実験（顕微ラマン）装置を駆使して、生体アパタイトの結晶がどのような過程を経て形成されるのか（中心線説＝結晶の核）、またフッ素（フッ素イオン）がその結晶核形成を阻害する（孔のある異常な結晶の形成）事実を明らかにした。
（2） 推進派等が主張するようなアパタイト結晶構造中に（水酸基と）フッ素イオンとの置換は認められず、フロール化は起こっていない（歯質強化はありえない）。

　　（推進派の主張は、フッ素の有効性を無理やりに作り出さんがための憶測＝ウソ理論）
（3） 骨の結晶では非結晶構造が形成される。わずかな濃度のフッ素でも、骨の硬組織を形成する細胞内で（炭酸脱水）酵素の働きを阻害することで、間接的に骨の結晶形成過程を妨げている。
　　（注）フッ素は耐酸性を増す＝生体アパタイト結晶は結晶核（中心部）が酸に弱い。フッ素で酸に弱い中心部を欠く結晶は、逆に耐酸性を増す現象を呈することとなる。
（4） 再石灰化（ダメージを受けた結晶の修復）：認められなかった。
フッ素のむし歯予防の本質は、フッ素の激しい化学的特性（毒性）による「口腔内細菌と酵素作用の抑制」のみであり、フッ素の有害な作用にこそ求められます。

　［エナメル質結晶模式図］
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フッ素は、ミュータンス菌のみならずすべての口腔内常在菌に影響を与え、酵素の働きを狂わせるのです。私たちの体の重要な機能のほとんどが酵素に依存しています。フッ素は体の至る所の臓器に簡単に到達します。このフッ素が酵素の本来の働き（機能）を阻害したり、逆に活性化したりするのです。フッ素の大罪は、目に見えない形で歯・骨と全身への重大な影響にこそあるのです。
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